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術
件
数
は
約
２
０
０
件
で
、
い

ず
れ
も
昨
年
度
よ
り
増
加
し
て

い
る
。
研
修
医
は
来
年
度
か
ら

募
集
定
員
が
５
名
に
増
え
る
。

現
在
、
募
集
定
員
を
超
え
る
学

生
か
ら
申
し
込
み
が
あ
る
。

鈴
木
貴
晶
（
自
由
ク
ラ
ブ
）

防
災
・
減
災
な
ど
に
つ
い
て

問
鳥
取
市
で
は
、
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す
る
市

民
に
対
し
て
保
険
料
の
助
成
を

行
っ
て
い
る
。
助
成
を
行
え
ば
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
の
後
押
し

に
な
る
と
考
え
る
が
、
市
の
見

解
は
。

答
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
従

事
す
る
こ
と
で
、
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
体
制

整
備
に
役
立
つ
情
報
等
が
入
手

で
き
る
と
考
え
る
。
助
成
制
度

の
研
究
を
し
て
い
き
た
い
。

問
携
帯
電
話
の
普
及
に
伴
い
、

85
％
の
小
学
生
が
公
衆
電

話
を
使
っ
た
こ
と
が
な
い
。
災

害
を
含
め
た
緊
急
時
に
有
効
な

情
報
伝
達
手
段
と
な
る
公
衆
電

話
の
利
用
方
法
を
、
ど
の
よ
う

に
子
ど
も
た
ち
に
周
知
し
よ
う

と
考
え
て
い
る
の
か
。

答
災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
と
あ

わ
せ
て
、
小
学
校
で
実
施

し
て
い
る
防
災
教
室
等
で
公
衆

電
話
の
利
用
方
法
に
つ
い
て
も

周
知
し
て
い
き
た
い
。

パ
フ
ォ
ー
マ
ー
を
活
用
し
た

に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
つ
い
て

問
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
を
活
用
し

て
、
市
内
の
に
ぎ
わ
い
の

創
出
が
で
き
な
い
か
。
正
式
な

手
続
き
を
と
れ
ば
、
例
え
ば
、

以
前
エ
リ
カ
号
が
展
示
し
て
あ

っ
た
場
所
で
大
道
芸
等
を
披
露

す
る
こ
と
は
可
能
か
。

答
観
光
商
工
課
が
所
管
し
て

い
る
施
設
に
つ
い
て
は
、

市
内
の
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
つ

な
が
り
、
公
共
施
設
等
の
設
置

目
的
か
ら
逸
脱
し
な
い
も
の
で

あ
れ
ば
、
認
め
て
い
く
こ
と
に

な
る
と
考
え
る
。

鎌
田
篤
司
（
自
民
党
市
議
団
）

蒲
郡
市
の
教
育
に
つ
い
て

問
学
校
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
に
あ

る
「
地
域
に
開
か
れ
た
学

校
」
と
は
。

答
次
期
学
習
指
導
要
領
は
、

次
世
代
の
学
校
の
あ
り
方

と
し
て
、
社
会
に
開
か
れ
た
学

校
を
位
置
づ
け
た
。
学
校
だ
け

で
な
く
、
保
護
者
や
地
域
が
そ

れ
ぞ
れ
の
責
任
と
役
割
を
果
た

し
、
地
域
の
子
ど
も
を
見
守
っ

て
い
く
環
境
整
備
が
キ
ー
ワ
ー

ド
と
な
る
と
考
え
て
い
る
。

問
小
中
学
校
の
危
険
箇
所
、

ブ
ロ
ッ
ク
塀
へ
の
対
応
は
。

答
大
阪
府
高
槻
市
で
の
事
故

を
重
く
受
け
止
め
、
緊
急

調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、

建
築
基
準
法
施
行
令
に
不
適
合

な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
、
小
学
校
で

は
12
校
で
計
15
カ
所
、
中
学
校

で
は
５
校
で
計
５
カ
所
あ
っ
た
。

子
ど
も
た
ち
の
命
を
最
優
先
に

考
え
、
予
備
費
充
用
な
ど
に
よ

り
、
早
急
な
対
応
を
行
い
、
９

月
中
に
は
不
適
合
な
ブ
ロ
ッ
ク

塀
の
撤
去
や
改
修
を
終
え
る
予

定
で
あ
る
。

問
い
じ
め
の
現
状
と
対
策
に

つ
い
て
伺
う
。

答
平
成
29
年
度
末
の
調
査
で

は
、
い
じ
め
の
認
知
件
数

が
小
学
校
で
96
件
、
中
学
校
で

54
件
だ
っ
た
。

　

対
策
と
し
て
、
児
童
・
生
徒

に
対
す
る
定
期
的
な
教
育
相
談
、

各
中
学
校
区
に
１
名
の
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
配
置
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
28
年

度
に
、
蒲
郡
市
い
じ
め
防
止
基

本
方
針
を
策
定
し
、
子
ど
も
が

安
心
し
て
学
べ
、
自
己
実
現
を

図
っ
て
い
け
る
場
づ
く
り
を
、

学
校
、
保
護
者
、
地
域
が
チ
ー

ム
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

尾
崎
広
道
（
自
由
ク
ラ
ブ
）

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
つ
い
て

問
狙
い
、
目
的
に
つ
い
て
、

簡
潔
に
示
す
と
ど
の
よ
う

に
な
る
の
か
。

答
人
口
の
減
少
で
、
市
の
歳

入
が
減
り
、
公
共
施
設
で

の
サ
ー
ビ
ス
に
充
て
る
予
算
が

減
る
。
ま
た
、
公
共
施
設
利
用

者
も
減
る
た
め
、
施
設
の
適
正

な
大
き
さ
、
機
能
を
考
え
る
必

要
が
出
て
く
る
。

問
西
浦
小
学
校
は
、
校
舎
と

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
間
に
舗
装

さ
れ
た
通
路
が
あ
り
、
門
や
柵

が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
地
域
住
民

が
安
全
性
を
危
惧
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
を
考
慮
し
て
、
地
区

個
別
計
画
を
策
定
し
て
い
る
の

か
。答

通
路
の
問
題
や
不
審
者
対

策
も
あ
わ
せ
て
、
小
学
校

の
敷
地
に
中
学
校
と
公
民
館
の

機
能
を
集
合
さ
せ
る
基
本
計
画

づ
く
り
で
は
、
地
域
住
民
の
意

見
を
十
分
に
認
識
し
て
検
討
を

進
め
て
い
く
。


